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受講の流れ 

以下は、リモートライブを受講していただく際の流れとなります。必ずこの手順に従って確認

及び実施し、受講いただきますようお願いいたします。 

 準備はお早めにお願いいたします。 
ご受講の準備には時間がかかる場合がございます。当日の朝や前日の夕方にご準備される場合、
トレーニング開始に間に合わない場合がございます。 

 内容 章 ページ番号 実施日 

① 納品物の確認 第 1 章 p.5 納品後すぐ 

② 演習データのコピー 第 1 章 p.6 トレーニング開始 

2 営業日前まで 

③ 演習環境の構築 第 2 章 p.8 トレーニング開始 

2 営業日前まで 

④ テストサイトでの接続確認 第 3 章 p.24 トレーニング開始 

2 営業日前まで 

⑤ 受講準備完了の連絡 第 ３ 章 p.26 トレーニング開始 

2 営業日前まで 

⑥ 受講当日の準備、受講 第 4 章 p.28 当日 9:30 頃 

⑦ 受講後 第 5 章 p.34 受講終了後 
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納品物の確認 

以下のものが納品されているか確認をお願いします。もし不足がありましたら、お手数ですが

巻末に記載されたお問い合わせ先にご連絡をお願いいたします。 

メールで送られるもの (7 営業日前頃) 
 「リモートライブトレーニングに受講申し込みされた方へのご案内」 

 ダウンロードいただくファイルのご案内 
 動作環境のご確認 
 接続テストのご案内 
 トレーニング当日のアカウントのご案内 

ダウンロードするファイル (メール到着後すぐに) 

「リモートライブトレーニングに受講申し込みされた方へのご案内」メールに記載されている

ダウンロード ページから、受講されるコースをクリックして、以下のファイルをダウンロー

ドします。 

 リモートライブ トレーニングご利用ガイド (本紙) (PDF) 
 アンケート (PDF) 
 動作確認  
 ご受講コースの演習データ (Zip) 

発送物 (前日までに宅配便で配送) 
 ご受講コースのトレーニング テキスト 
 ArcGIS 事例集 
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演習データのコピー 

 トレーニング開催日の 2 営業日前までに、演習用データのコピーをお願いします。 

① 「リモートライブトレーニングに受講申し込みされた方へのご案内」メールに記載されてい

るダウンロード ページから、受講されるコースの演習データをダウンロードします。 

 

② D ドライブがある方は、D ドライブ上に「Student」というフォルダーを作成します。 

 D ドライブがない方は、C や E ドライブなど他のドライブでもかまいません。 

③ ダウンロードした演習データは Zip 形式で保存されています。Zip ファイルを展開し、展開

されたフォルダーを以下のフォルダー構成になるようにコピーをお願いいたします。 

例： D:\Student\APEW 
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演習環境の構築  

準備が必要なもの一覧表 
各コースによって必要な環境は異なります。必要な環境は以下の表をご確認ください。 

コース/必要な環境 ArcGIS Pro:  

基本操作 

ArcGIS Pro: 

データ作成・管理 

ArcGIS Pro: 

空間解析 

 

ArcGIS Pro の 

インストール  
2.5 2.5 2.5 

ステップ 3 

p.9 

インターネット環境 
〇 〇 〇 

ステップ 1 

p.9 

ArcGIS Online  

アカウント  
〇 〇 〇 

ステップ 2 

p.9 

ArcGIS Pro の 

動作確認  
〇 〇 〇 

ステップ 4 

p.14 

Microsoft Excel 

2016 以降  
〇   

ステップ 5 

p.19 

Adobe Reader 

最新版  
〇   

ステップ 5 

p.19 

Microsoft Access 

データベース 

エンジン 

〇   

ステップ 5 

p.19 

ArcGIS 

Coordinate 

Systems Data 

 〇  

ステップ 6 

p.20 

モニター解像度設定 
 〇  

ステップ 6 

p.21 

 デュアルモニターをお勧めします。 
ArcGIS Pro 基本操作では講師が操作する画面を見ながら同時に演習を行う箇所があるため、別
途モニターを用意いただくと受講し易くなります。 
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インターネット接続環境 
ArcGIS Pro のトレーニングでは、インターネット環境が必要となります。社外ネットワーク

に接続可能なインターネット環境をご用意ください。 

ArcGIS Online アカウント 
ArcGIS Pro のトレーニングでは、トレーニング用の ArcGIS Online アカウントが必要で

す。アカウントを事前にメールにてお送りいたしますので、ご受講の前に必ずご確認ください。 

トレーニング用の ArcGIS Online アカウントには、以下のアカウントが用意されています。 

 基本ライセンス: Advanced 
 エクステンション: Spatial Analyst, Network Analyst, 3D Analyst 

 こちらのアカウントは、トレーニング用のアカウントです。このアカウントを使用して、トレーニ
ングの準備作業、トレーニングの演習 (トレーニング実施日のみ可能) 以外のことを行わないよう
にお願いいたします。 

 普段単独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU) ライセンスを使用されている方は、p.12 の設
定を行ってください。 

ArcGIS Pro 2.5 のインストール 
ArcGIS Pro 使用コースでは、ArcGIS Pro 2.5 を使用します。 

 トレーニングで使用する ArcGIS Pro 2.5 をインストール済みの方は、ArcGIS Pro の動作確認 
(p.14) を行ってください。 

 ArcGIS Pro 2.5 以降のバージョンをご使用の場合は、ArcGIS Pro のインストールガイドを参考
に、一旦アンインストールを行い、ArcGIS Pro 2.5 のインストールを行ってください。 
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① ブラウザーから製品サポート サイトにアクセスします。 

(https://www.esrij.com/support/esri/) 

 ArcGIS Desktop のインストールプログラムは、製品サポート サイトにあります。製品サポート 
サイトにアクセスする際にはログイン アカウントとパスワードが必要です。お持ちでない方は、以
下にお問い合わせください。 
メールアドレス：training@esrij.com 

② 製品サポート サイトにログインします。 

③ [ダウンロード] → [プロダクト] をクリックします。 

 

④ プロダクトの一覧から「ArcGIS Pro 2.5」をクリックします。 

⑤ ステップ2: ArcGIS Pro のインストールにあるファイルをダウンロードし、「ArcGIS Pro 簡

単インストールガイド」に従ってArcGIS Pro 2.5 のインストールを行います。 

 

  

https://www.esrij.com/support/esri/
mailto:training@esrij.com
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⑥ ArcGIS Pro を起動し、サイン イン画面が表示されることを確認します。以下の画面が表示

されましたら、インストールは完了です。 

 

 ArcGIS Pro 起動時に以下のメッセージが表示される場合があります。 
インターネットに接続されていない場合は、インターネットに接続してください。 
インターネットに接続された状態でこのメッセージが表示される場合は、プロキシ サーバー、ファ
イアウォール、セキュリティ ソフトの設定が ArcGIS Online へのアクセスに制限をかけている可
能性があります。 
ネットワーク管理者に相談し、以下のドメインを例外として許可してください。 
・http://*.arcgis.com 
・https://*.arcgis.com 
・http://*.esri.com 
・https://*.esri.com 
・http://*.arcgisonline.com 
・https://*.arcgisonline.com 
 

  
 

  

http://*.arcgis.com/
https://*.arcgis.com/
http://*.esri.com/
https://*.esri.com/
http://*.arcgisonline.com/
https://*.arcgisonline.com/
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単独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU) ライセンスを使用されている方の

ライセンス設定 
リモートライブ トレーニングでは、トレーニング用の ArcGIS Online アカウントを使用し

てArcGIS Pro を起動します。トレーニング受講前に、ライセンス タイプを指定ユーザー ライ

センスに切り替える操作を行います。 

① ArcGIS Pro を起動します。 

② 画面左下の [設定] をクリックします。 

③ [ライセンス] → [ライセンス オプションの構成] をクリックします。 
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④ [ライセンス タイプ] を「指定ユーザー ライセンス」に変更し、[OK] をクリックします。 

 

⑤ ArcGIS Pro を再起動して、割り当てられたアカウントとパスワードを使用して、サイン イ

ンします。 

 引き続き、ArcGIS Pro の動作確認 (p.16) を行ってください。 

 トレーニング終了後、この方法で普段使用しているライセンス設定に戻してください。 

  



第 2 章 演習環境の構築 

14 

ArcGIS Pro の動作確認 
ここでは、ArcGIS Pro でのマップの描画に問題がないか、別途配布しているプロジェクト フ

ァイルを開き確認します。必ず受講前に動作の確認を行ってください。 

① 本利用ガイドとともにダウンロードした [動作確認] フォルダーをクリックします。 

② 「動作確認.aprx」をダブルクリックします。 

③ [ユーザー名]、[パスワード] を入力しサイン インします。 

 別途お知らせしているトレーニング用のアカウントを使います。 

 

④ [プロジェクト] をクリックします。 
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⑤ [ライセンス] をクリックし、次のように表示されていることを確認します。 

  [ArcGIS Pro 指定ユーザー ライセンス] と表示されている 
  [Advanced] の [ライセンス] が [はい] になっている 
 [Esri エクステンション] の表にて、[3D Analyst], [Network Analyst], [Spatial Analyst] 

の [ライセンス] が [はい] になっている 

 [Network Analyst], [Spatial Analyst] は表を下にスクロールすると表示されます。 
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⑥ ライセンスが確認された方は以下の [戻る] ボタンをクリックして、戻ります。 

 

 [ライセンス] で [ArcGIS Pro 指定ユーザー ライセンス] と表示されるが、[はい] と表示される
ライセンスが異なる場合は、別の指定ユーザー ライセンス でサイン インされています。 
この場合は、[戻る] ボタンをクリックし、画面右上の [サイン アウト] をクリックして、サイン 
アウトします。 
 

                         
サイン アウト後、ArcGIS Pro を閉じて この手順の ② からやり直してください。 

 

 [ライセンス] で [ArcGIS Pro 単独使用 ライセンス], [ArcGIS Pro 同時使用ライセンス] と表示
される場合は、p.12 の 「単独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU) ライセンスを使用されて
いる方のライセンス設定」を行ってから再度動作確認を行ってください。 
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建物のデータが追加された 2D と 3D のマップが表示されました。これら 2 つのマップの

表示範囲や表示縮尺を連動させます。 

⑦ [表示] タブ → [ビューのリンク] → [中心と縮尺] をクリックします。 

 

マップの描画を確認します。 

⑧ 「マップ_3D」タブをクリックし、3D マップをアクティブにします。 
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⑨ [マップ] タブ → [マップ操作] をクリックします。 

 

⑩ 3D マップの上でドラッグし表示範囲を変更します。 

 

⑪ マウスのホイールを動かし、マップの拡大、縮小を行います。 
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⑫ マウスのホイールを強く押した状態でマップをドラッグし、アングルを変更します。 

マウス操作以外でも、3D マップの左下に表示されているスクリーン ナビゲーターを使うこと

で画面移動や拡大・縮小、アングルの変更ができます。 

 

これらの操作により、現在 3D で表示されている建物が問題なく描画されることを確認しま

す。 

建物の描画に時間がかかったり、スムーズに表示されなかったりする場合は一部の演習で快

適に操作ができない可能性があります。 

ArcGIS Pro: 基本操作 で必要な準備 

Adobe Reader (最新版) 
トレーニングで使用する PC にご用意ください。 

Microsoft Excel 2016 以降 
トレーニングで使用する PC にご用意ください。 

Microsoft Access データベース エンジン 
ArcGIS Pro で Excel を操作する際に必要となります。 

① ブラウザーから製品サポート サイトにアクセスします。 

(https://www.esrij.com/support/esri/) 

② ログインします。 

  

https://www.esrij.com/support/esri/
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③ 「7800」と検索し、「ArcGIS Pro: Excel ファイルの読み込み方と注意事項」をクリックし

ます。 

 

④ FAQ ページの指示に従ってインストールを行います。 

ArcGIS Pro: データ作成・管理で必要な準備 

ArcGIS Coordinate Systems Data 

① ブラウザーから製品サポート サイトにアクセスします。 

(https://www.esrij.com/support/esri/) 

② ログインします。 

③ [ダウンロード] 右側の [▼]→ [プロダクト] をクリックします。 

 

④ プロダクトの一覧から「ArcGIS Pro 2.5」をクリックします。 

  

https://www.esrij.com/support/esri/
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⑤ ArcGIS Pro 2.５ のダウンロード ページの [追加プログラム] にある「ArcGIS Coordinate 

Systems Data Windows」をダウンロードし、インストールを行います。 

 

モニター解像度設定 
高解像度の PC を使用している場合、ArcGIS Pro の編集操作において、マウスカーソルが見

えにくい場合がありますので、モニターの解像度を変更します。 

① Windows の [スタート] メニュー → [設定] をクリックします。(Windows 10 の場合) 

 

② [システム] をクリックします。 

 

③ [ディスプレイ] で解像度を「1920 x 1080」に変更します。 
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④ [テキスト、アプリ、その他の項目のサイズを変更する] にて、「125%」に変更します。 

 

 使用するディスプレイによって見えやすい解像度は異なる場合があります。 

  



第 3 章 Webex の接続テスト 

23 

 

 

 

 

3  

第 3 章Webex の接続テスト 
概要 

 テスト サイトでの接続確認 
 接続確認・受講環境の構築完了の連絡 
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テスト サイトでの接続確認 

テスト内容 
ここでは、以下の点について確認します。 

 ステップ1：Cisco Webex Meetings の動作環境の確認   p.24 
 ステップ2：テスト サイトでの接続確認     p.24 
 ステップ3：接続確認・受講環境の構築完了の連絡    p.26 

 必ず受講までにテストを実施してください。 

Webex 動作環境について 
 インターネットを通して、講義を配信しますので、外部接続可能な高速インターネット環境

をご用意ください。 

 Webex というサービスを使用して実施します。Webex の動作環境につきましては、以下

をご確認ください。 

https://premiere-marketing.jp/webex/spec.html 

 ・無線 LAN の場合は通信状態が安定しない場合がありますので、有線 LAN での接続をお
勧めいたします。 
・PCへの負荷軽減のためリモートライブ トレーニングで使用するアプリケーション (ArcGIS, 
WebeX) 以外を起動しないでください。(ArcGIS の演習に使う PC と Webex で講義を受信する
ための PC を分けていただいてもかまいません。) 

テスト サイトでの接続確認 
 以下の URL にアクセスし、次のページの手順に従って確認を行います。 

 https://www.webex.com/test-meeting.html 

https://premiere-marketing.jp/webex/spec.html
https://www.webex.com/test-meeting.html
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接続確認① Webex アプリのインストール
1 2

任意の名前

メールアドレス
※ダミー可

3 画面に従いインストール

デスクトップアプリの
インストールが
うまくいかない場合は、
以下にお問い合わせください。
training@esrij.com

接続確認② テスト

「Use Computer for audio 」
または「コンピュータ通話を使用」
という表示を確認

※2 インストール後「ミーティングが
開始されません。」など表示された場合は、
一旦閉じてから、再度 ① のテストサイトに
アクセスしてください。
この際、Webex の再インストールは必要ありま
せん。

※3音声が流れない場合は
・音声設定がミュート
・スピーカーの接続
などPC側の設定をご確認ください。

PC側の音声設定についてはメーカーにご相談く
ださい。

1 2 ３

４

※１英語で表示される場合がありますが、トレーニング本番は日本語で表示されます。
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接続確認・受講環境の構築完了の連絡 

 テスト サイトでの接続確認、受講環境の構築が完了いたしましたら、メールにてご連絡いただ
きますようお願いいたします。 

training@esrij.com 

 

接続確認③ テスト サイトから退出
1 2

このように表示されたら接続テストは成功

ミーティングから退出

mailto:training@esrij.com
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4  

第 4 章受講当日 
概要 

 受講当日について 
 受講中の Webexの操作 
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当日朝の準備と受講中の Webex の操作 

 

 

ミーティングに参加

トレーニング実施 7 営業日前に送付
された「リモートライブトレーニング
に受講申し込みされた方へのご案内」
メールの URL をクリック

ユーザー名 (イニシャル,受講者番号)
とメールアドレスを入力
※名前が「えすり 太郎」で受講番号が「01」で
あれば TE01

イニシャルと
受講者番号を入力

1 2

朝 9:30 からログイン可能
9:45 までにログインください

メールアドレス

Webex の設定

ミュートにする ビデオをオフにする

音声のテストをする1

4

2 3

5 音声が流れない場合は
・音声設定がミュート
・スピーカーの接続
などPC側の設定を
ご確認ください。

PC側の音声設定に
ついてはメーカーに
ご相談ください。
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講義中の進捗確認は挙手機能を使って確認します
(注: 手を下げるときも [挙手] をクリックしてください)

個人で実施する演習の場合
→ 演習終了したら挙手をしたままにする

ハンズオン(講師と一緒に演習)の場合
→ 遅れそうなときに挙手をしたままにする → 追いついたら下げる

挙手機能
1 2

質問について
Webex を使用した質問方法
講義の場合 演習の場合

メールでの質問方法
training@esrij.com にお問い合わせください。

1 2

講義の最後に講師が質問を
受け付けます
質問がある方は挙手をします

講師の許可を受けてから
ミュートを解除して
質問します

1

挙手はせずミュート解除して
直接講師にお声がけください

・トレーニングの内容に関する質問にのみ回答いたします。
・講師に音声が届かない場合は、メールでご質問ください。

・トレーニング内容に関する質問にのみ回答いたします。
・講師からの回答は、トレーニング終了後になります。
・説明が難しい質問は画面キャプチャー等補足資料を添付してください。
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画面共有 ※演習でトラブルがあった場合のみ

1 2

3

参加者リスト上でプレゼンタ
マークがつく

ArcGIS Pro または
ArcMap を選択

演習状況を確認するため、受講者様の同意を
得たうえで、画面を共有する場合があります。
この場合、講師および他の受講者様にも画面が
共有されます。
共有する際には、デスクトップ画面上に
個人情報などを表示しないようにお願いします。画面が共有される

講師の指示によって操作する

画面表示の変更

ここに講師の映像が映ります

ドラッグ

1

2 3

講師がトレーニング
ルームのホワイトボードを
使用して説明を行う
場合があります。
この場合は、講師の
カメラの映像を大きく
表示する設定を行います。
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2 日目以降 
 2 日目以降も同様に初日と同様の手順で、リモート ライブ トレーニング Web サイトに

アクセスしてください。アクセスする Web サイトは実施日によって異なります。 

 リモート ライブ トレーニング Web サイトのセットアップで問題が発生した場合は、巻末に記載
されたお問い合わせ先にお問い合わせください。 

  

リモート ライブ トレーニングの終了

[ミーティング から退出] をクリック
して、トレーニングを終了します。
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重要: 音声品質・ビデオ品質が悪い場合のトラブルシューティング 

Webex の音声品質、ビデオ品質が悪い場合は、以下をお試しください。 

一旦ミーティングから退出し、再度参加する 
Webex の動作が不安定な場合は、一旦ミーティングから退出し、再度参加すると改善する場

合があります。 

Wifi (無線 LAN) で接続している場合は有線 LAN 接続に切り替える 
無線 LAN の場合は有線 LAN 接続よりも通信品質が安定しないことがありますので、有線 

LAN 接続をご使用ください。 

Webex と ArcGIS 以外のアプリケーションをすべて終了する 
アプリケーションは起動していると PC のメモリや CPU を消費します。PC のメモリ、CPU、

ネットワークが圧迫された結果、Webex で使えるキャパシティも減ってしまいます。もし使っ

ていないアプリケーションが PC で起動している場合、PC を再起動するか、Webex と 

ArcGIS 以外のアプリを完全に終了して、Webex の動作が安定するかご確認ください。 
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 講師が即座に回答することはできませんので、質問の内容によっては、翌営業日以降の回答

となる場合があることをあらかじめご承知おきください。 

 質問の内容に関してはトレーニングでご説明しました内容のみとさせていただきます。 

 

 

5  

第 5 章受講後 
概要 

 アンケートの回答 
 お問い合わせ先 
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受講後に行うこと 

リモートライブ トレーニングを受講後、以下のことを行います。 

行うこと 対象者 ステップ 

アンケートの回答 全員 ステップ 1 p.34 

ライセンス設定の変更 

(ArcGIS Pro の場合) 

ArcGIS Pro 使用コース受講者で、普段単

独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU)

ライセンスを使用されている方 

ステップ 2 p.35 

ArcGIS Pro のバージョン 

アップ 

トレーニングのために ArcGIS のバージ

ョンを変更した方 

ステップ 3 p.35 

アンケートの回答 
受講終了後、アンケートの記入と送付にご協力をお願いします。アンケートは、このファイル

と同時にダウンロードした PDF ファイルをご使用ください。 

回答手順 

① Adobe Reader から PDF を起動し、アンケートを入力します。 

② 入力後、右上の [フォーム送信] をクリックします。 

③ [フォーム送信] ダイアログで、送信元 (受講者様) のメールアドレスと氏名を入力し、[送

信] をクリックします。 
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 上記方法で送信できない場合は、PDF ファイルを下記にお送りください。 
training@esrij.com 

④ 弊社にてアンケートを受領後、「受講修了証」を送付いたします。 

ライセンス設定の変更 (ArcGIS Pro の場合) 
単独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU)ライセンスを使用されている方は、トレーニング

終了後、(p.12) 「単独使用 (SU) ライセンス、同時使用 (CU) ライセンスを使用されている方

のライセンス設定」の手順でご自身が使用されているライセンス設定に戻します。 

ArcGIS Pro のバージョン アップ 
リモートライブ トレーニングのために、ArcGIS Pro のバージョンを変更した場合は、イン

ストール ガイドに従って、ArcGIS Pro のバージョン アップを行います。 

① ブラウザーから製品サポート サイトにアクセスします。 

(https://www.esrij.com/support/esri/) 

 ArcGIS Desktop のインストールプログラムは、製品サポート サイトにあります。製品サポート 
サイトにアクセスする際にはログイン アカウントとパスワードが必要です。お持ちでない方は、以
下にお問い合わせください。 
メールアドレス：training@esrij.com 

② 製品サポート サイトにログインします。 

③ [ダウンロード] → [プロダクト] をクリックします。 

 

④ インストールする ArcGIS Pro ページに移動し、ダウンロード ページ の指示に従ってイン

ストールを行います。 

  

mailto:training@esrij.com
https://www.esrij.com/support/esri/
mailto:training@esrij.com
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お問い合わせ先 

ArcGIS Desktop のインストール・アンインストール・ 

認証に関するお問い合わせ 

保守をお持ちの方 
ESRIジャパン製品サポート ページからお問い合わせください。 

https://www.esrij.com/support/esri/ 

 

保守をお持ちでない方 
以下にお問い合わせください。 

メールアドレス：training@esrij.com 

 

テンポラリ ライセンスの発行・ 

製品サポート サイトへのログイン ID の発行・ 

リモート ライブ トレーニング Web サイトのご相談・ 

トレーニング講師へのご質問 
以下にお問い合わせください。なお、トレーニング中にいただいたご質問の講師からの回答は

トレーニング終了後となりますので予めご了承ください。また、トレーニングの内容に関する質

問にのみ回答いたします。 

メールアドレス：training@esrij.com 

 

  

https://www.esrij.com/support/esri/
mailto:training@esrij.com
mailto:training@esrij.com
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